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第2992回例会 令和５年９月25日（月）

　来月の23日に映画例会やります。
映画例会で何を上映するかというの
はいつも頭を悩ますところでござい
まして、フォーラムという映画館は
他の映画館が上映しない映画をどう
上映するかという目的で作った映画
館ですので、うちでしかやらない、

フォーラムでしかやらない映画をなんとか見ていただきた
いということで、毎回試写を見て厳選しています。フォー
ラムしかやらない映画で、なおかつ皆さんに見てもらえる
ような一般性のあるやつということで、要するに娯楽映画
ではないんだけれど娯楽的にも見られるし、見て良かっ
たなとあとで思ってもらえるような映画、特に奥様から

「フォーラムの映画例会を楽しみにしているんだ」という
ふうに言われるような映画をどう厳選するかというのが毎
回頭を悩ますことで、今回もぎりぎりまで悩んで、『ロスト・
キング 500年越しの運命』という映画を上映することにし
ました。
　これは実話で、リチャード３世という実在のイギリスの
王様のお墓がないと。何故ないのかというのは、シェイク
スピアがリチャード３世のことをすごく良くない王様だっ
たというふうに書いているらしいんですね。でも実際は違
うんじゃないかと。非業な最期を遂げたのでお墓が残って
いないと。今ないので、どこにあるんだろうということ
で、実はこれは11年前に見つかったんですね。それも見
つけたのが素人、歴史を調べている女性の方で、主婦の人
が11年前にそれを発見したということで、それが映画に
なったやつです。だからそういう意味では実話なんですね。
シェイクスピアの時代に、リチャード3世というのは悪い
奴だ、みたいな感じで書いてあるんですけど、それはどち
らかというとその後ろの王様たちが前の人たちを悪く言わ
ないと自分たちが浮かばないので、だからそういうふうに
悪く言ったと。それをシェイクスピアが真に受けて書いた
んじゃないかというふうにイギリスでは調べている人がい
るんですね。それでリチャード3世の会みたいな感じなの
があって、それで墓をずーっと探していて、ようやく見つ
けたと。それを見つけたのが普通の主婦だったというお話
で、それを映画化したものです。こんな映画、なかなか普
通は上映しても見てもらえないので、ぜひ皆さんに見てい
ただきたいということで例会にしましたので、ぜひ奥様を
誘っておいでいただければなと思います。

●来週、10月1日日曜日、最上川清掃活動が開催されま
す。７時半までひまわり温泉ゆ・ら・らのほうに向かっ
ていただけると、誘導員が立っております。皆さんの各
テーブルにも駐車案内ということでＡ3サイズの地図が
ありますけれども、ちょっとわかりづらいところもある
と思われます。その際はゆ・ら・らを目指して来ていた
だければわかるように誘導員が立っておりますので、よ
ろしくお願いします。当日は7時半まで集合で、持ち物
は特にありません。清掃活動をやって、そのあと芋煮、
おにぎりを食べて解散という流れになっております。

●本日、米山奨学生のジョン・チャンビンさんが来ており
ます。会長より奨学金のお渡しをお願いします。

●本日、米山学友会よりデン・ウデンさんが来ております
ので、会長より奨学金の贈呈をお願いいたします。

○デン・ウデン奨学生よりひとこと
　皆さま、こんにちは。本日、山形西ロータリークラブに

来て例会に参加することができて、とても嬉しい限りで
す。今回のお昼の通常例会に参加するのは初めてです。
皆さまとお会いすることと卓話を聴けること、両方楽し
みにして来ました。

　近況報告をさせていただきます。修論と就職活動を今が
んばっているところです。修論では、残り最終章で完成
する予定です。就活では、庄内企業に1社内定をいただ
きましたが、ほかの企業さんも受けてみる予定です。最
後になりますが、今年の大学院のパンフレットを持って
きました。ほかの院生の方と私を載せている写真を表紙
で使っていますので、もしお時間がございましたらぜひ
ご覧になっていただければと思います。本日、奨学金を
いただくことを心から感謝しております。ありがとうご
ざいました。

長澤　裕二  会長 三沢　大介  幹事



ジョン・チャンビン さん

［米山奨学生］

ゲスト卓話ゲスト卓話ゲスト卓話ゲスト卓話

　皆さんこんにちは。本日奨学金をいただき、そして卓話
をする機会をいただき、本当にありがとうございます。米
山奨学生のジョン・チャンビンといいます。
　発表を始める前に、簡単に自己紹介をさせていただきま
す。私は韓国のソウルで生まれ育ち、2019年10月に初め
て日本に来ました。そして今年の４月から米山奨学生とし
て山形西クラブにお世話になっております。今は山形大学
の地域教育文化学部で教育を学んでいます。
　卓話の題名が「私が描く未来・夢」であり、少し大げさ
になっていますが、今日は抽象的な内容より、私の具体的
な話をしたいと思います。
　現在大学で教育について学んでいる私は、特に日本の防
災教育に興味を持つようになりました。私は日本に来る前
まで、ちゃんと災害を経験したことがありませんでした。
韓国で経験した災害だと大雨程度であり、例えば地震の場
合、高校の時に「誰か隣の人とかが貧乏ゆすりをしている
のかな」と思う程度の弱い地震などが私の被災経験のすべ
てでした。
　しかし、山形で初めて地震を経験した私は「比較的地震
が少ないと言われている山形がこんな強さなら、人が亡く
なる災害っていったいどれくらいなんだろう」と思い、外
国人と日本人との防災意識の違いを実感しました。
　個人的には韓国の場合、地震規模やその被害程度に応じ
た対処方法が子どもたちに全く伝わっていないのが日本と
の違いであり、これからの課題だと思いました。
　このように、私を含め、防災意識や防災に関する知識が
日本人とは違う在住外国人のための防災教育も必要だと思
い、このようなことを私の卒業論文のテーマに決めて、現
在研究を進めています。
　ここからはパワーポイントを使って発表していきたいと
思います。内容のテーマは「在住外国人の防災の現状と課
題」です。研究背景、先行研究、本研究の目的と研究計
画、今後の研究について述べていきます。
　はじめに研究背景です。日本では毎年、自然災害により
多くの人命や財産が失われています。内閣府の防災情報
ページに載せられている「世界の災害に比較する日本の災
害」の資料によると、日本は地震や台風、洪水、火山噴火
などによる災害が発生しやすい国土となっており、2011
年東日本大震災など多くの自然災害が発生しています。世
界全体に占める日本の災害発生割合は、マグニチュード６
以上の地震回数20.8％、災害被害額18.3％、活火山数が
7.0％など、世界の0.25％の国土面積に比較して非常に高
くなっており、世界有数の災害大国と呼ばれています。
　このようなことからも、国土的に災害が発生しやすい
日本においては、災害に対する防災意識の向上や準備が
不可欠です。一方、その流れに取り残されている人々がい
ます。それは在住外国人です。法務省の登記によると、日
本で生活する外国人の数は、新型コロナウイルス感染症の
拡大が本格的となる直前の2019年末では約293万人であ
り、これは同時期の日本の人口1億2,615万人の約2％に
達しています。これは日本で生活している人の50人に1人

私が描く夢、未来
在住外国人の防災の現状と課題

長澤裕二会長／息子の家を訪ねました
この春から佐久市に引っ越した息子たちを訪ねました。仕
事は渋谷なのですが、リモートが多いので、孫の教育を考
えて長野県の佐久市にこの春から住んでいます。先週金、
土、日と、始めて訪ねました。雄大なところでした。

三沢大介さん／ブービーメーカー
23日に開催された球風会で、ブービーメーカーを頂戴し
ました。いわゆるビリということです。とても楽しい１日
でした。ありがとうございました。

横沢善則さん／ジョン・チャンビンくんの卓話
本年、カウンセラーを務めさせていただいております。本
日は米山奨学生ジョン・チャンビンくんから卓話をしてい
ただきます。日本語も素晴らしく、日本での経験を生かし
て大きく成長していくことを期待しております。

〈９月25日〉

ニコニコ BOX

●本年度のお誕生日プレゼントでございますが、昨年同
様、こちらのカタログギフトで皆さまよりお好みの商品
を選んでいただく形式を取らさせていただいておりま
す。本日、レターケースにこちらのカタログと、中に申
込用紙を入れさせていただきました。こちら、1部ずつ
あるかどうか確認をお願いいたします。

　申込方法でございますが、中の用紙にお好みの景品番号
と、あとは商品名を書いていただいて、掲載されている
企業様に直接ファクスでお申込みをお願いいたします。
事務局ではなくて掲載企業様のファクス番号が書いてあ
りますので、そちらのほうに直接お申込みをいただけれ
ばと思います。誕生日月にかかわらず、随時お申込みの
ほうは可能でございますので、何卒よろしくお願いいた
します。ご案内というか準備が遅れまして大変申し訳ご
ざいませんでした。何卒よろしくお願いいたします。

親睦・家族委員会

委員会報告委員会報告委員会報告委員会報告



が外国人ということになります。
　このような現状から、周囲の人と協力して助けあう共助
の考え方で今後の災害発生に備え、在住外国人においても
日頃から防災意識を高めることが重要であると考えます。
　今後もより多くの外国人が日本で過ごすことが予想され
ますが、地震などの災害時、外国人の死亡率は日本人の死
亡率よりも高いです。以下は阪神・淡路大震災における在
住外国人の被害状況を示しているグラフです。被災者のう
ち、死者や負傷者の数を日本人と外国人で比べてみると、
明らかに外国人のほうが高い割合で被害していることが分
かります。
　一般社団法人都市防災研究所という団体によると、
1995年の阪神・淡路大震災以外にも2004年の新潟県中越
地震の中でたくさんの外国人の死亡が報告されています。
　地震発生時、外国人の死亡率が日本人の死亡率より高
い原因はさまざまなことが考えられます。そこで、過去
に起きた災害時の具体的な外国人問題について調べてみま
した。阪神・淡路大震災の際、兵庫県には約10万人の外
国人がいましたが、特に神戸には在留期間が比較的短い
ニューカマーが多く、そのニューカマーが直面した問題
を、言語の壁と法的立場の問題から指摘されています。
　東日本大震災でも「避難」という言葉が理解できず、災
害に遭うなど言葉の壁による問題点がみられましたが、持
ち込んだ生活用品の後始末方法やトイレの使い方などの文
化摩擦の問題もありました。
　熊本地震では国籍や留学生といったコミュニティごとで
情報を共有していたため、希薄な近所関係でその情報収集
が困難だった問題がありました。
　このように言語や文化の違いから、日本人以上に不安や
恐怖を感じていることを想定し、現在各自治体では外国人
向けの防災リーフレットなど、資料の多言語化や優しい日本
語に変えた防災資料が提案されているのですが、これだけ
では日本人からの観点にすぎず、対策として不十分です。
例えば熊本地震での日本語があまりできない、あるいはム
スリムなど特別な文化背景を持つ外国人はさらに大きなス
トレスを感じ、避難所から退去するケースがありました。
　私は先行研究を調べていく中で、災害時の在住外国人の
根本的な問題は、日本の地域コミュニティとの距離感から
始まると考えました。日本人との言葉の壁や希薄な近所関
係は防災教育、防災意識の不足を生み、このようなことを
打開するには同じ地域に暮らす日本人と在住外国人が交流
できるイベントなどが必要だと考えました。
　そこで、今、卒業論文のテーマで進めている本研究で
は、在住外国人の防災意識を高める手立て、その方策と
して、災害の中でも地震に焦点を当て、在住外国人が地域
コミュニティの一員として参加することができる防災活動
を作ることを目的としています。このようなことのために
は、外国人が日本のことを学ぶだけでなく、日本人住民も
外国人に対しての理解を深めるべきだと思います。なぜか
と言うと、コミュニティ形成において、防災に対する構成
員たちの認識の共有は大事だからです。
　一方、海外では防災という概念が希薄な国も多く、防
災意識という考えがないこともあります。在住外国人の
中では、母国では地震を経験したことがない人も多いで
す。その一例として、隣の国、韓国の場合も、非常に近い
隣国であるにも関わらず、自然災害の状況は日本とは大き
く異なっています。以下は過去110年間に発生したマグニ
チュード６以上の地震を地図に示した地震の分布図です。
韓国は過去110年間、マグニチュード６以上の地震が１度
もなく、日本に比べて韓国のほうが明らかに地震の発生頻
度が低いことがわかります。つまり、韓国からの訪日客の

多くは大きな地震を体験したことのない人々です。した
がって、現段階では在住外国人の理解を深め、よりよい防
災プログラムを作るため、在住外国人の国籍の上位を占め
る韓国の防災に関する現状・課題および日本との違いにつ
いて調べています。
　そこで、韓国の観測史上最大の地震であり、近年韓国で
地震への関心が高まったきっかけになった慶州、これは
キョンジュという読み方になるんですけど、キョンジュ地
震の事例を紹介したいと思います。2016年、韓国のキョ
ンジュで起きたマグニチュード5.8、日本の震度５から６
弱程度の地震をきっかけに、2017年から学生と教職員は
学校で火災・地震など各種災害に備えた訓練を年２回以上
義務的に受けるようになりました。しかし、現場でこのよ
うな生徒指導を担当している教師も災害の経験が少なく、
これまで地震、避難訓練を受けたことがない人がほとんど
です。したがって教員側もマニュアル以上の背景知識がな
いため、災害時の実質的な対応の教育が行われていないと
のことです。以上のように、韓国人を含め、日本に在住し
ている外国人住民は国や教育環境によって防災意識もさま
ざまです。
　一方、山形にも現在約8,000人の外国人住民が暮らして
います。今までの内容を基にして、私は現在卒業論文の研
究のほかに、山形県の在住外国人に向けた防災パンフレッ
トを作るプロジェクトを進めております。プロジェクトの
タイトルがあるんですけど、「YOUは何しに避難所へ？」
という、皆さんご存じのとおりの有名なテレビ番組のタイ
トルをパロディにしたそのタイトルで「山形大学学生チャ
レンジプロジェクト」という学内の募集に応募したのです
が、企画に選定され、予算ももらうことができました。
パンフレットには自然災害の種類、あと災害時の行動、避
難所の場所、緊急時の連絡先、災害時の復興支援などの情
報を掲載する予定であります。また、災害時に役立つ日本
語のフレーズを、状況を説明する絵とともに掲載し、外国
人もわかりやすいように工夫していく予定です。このよう
に外国人向けの情報を提供し、地域の住民とコミュニケー
ションを円滑にすることで相互理解を深め、地域全体の防
災力の向上に寄与できると予想しています。
　このプロジェクトを通して、お世話になった山形西ロー
タリーの皆さんに少しでも恩返しができればと考えていま
す。以上、「私が描く夢、未来」でした。ご清聴ありがと
うございます。
　一応私が準備してきた内容はここまでなので、　何か質
問とかある方は。

◆質問者／仕事はどんなことやろうと思っていますか。２
年後になるかとは思いますが、どんなものをや
りたいと思っているんですか。

○ジョン・チャンビン奨学生／兵役は義務となっておりま
して、行くしかないので、韓国に行って、今はちょっと
短くなってきて1年半になってるんですけど、その1年半
の兵役が終わったら、できれば早めに日本に戻ってきて、
日本で就職したいなと思って、今から2年後ぐらいですか
ね、1年半の兵役が終わって、その準備期間も必要だと思
うので、２年後とかを予想しています。
　仕事は、今のところ考えている仕事は大使館、日本にあ
る韓国の大使館で働きたいなというふうに思っていまし
て、実はビザとかそういう書類的な問題で仙台にある韓国
の領事館に1回行ったことがありまして、そこで同じ山形
大学出身の韓国人の方が働いているのを見て、結構話す機
会があったんですけど、そこで領事館での仕事が魅力的だ
なというふうに思って、大使館での就職を考えています。



本日出席（９／ 25）
会員総数 出席会員数

102名 60名

◆質問者／僕は日本人だから日本のパスポートを持ってる
んだけど、そこにはね、外務大臣が書くんだけ
ど、この入国を許可された、僕らがね、に対し
ては最大の保護をお願いするというふうに書い
てあるの。それをアクセプトして入国させるの
でね。どういうことかというと、災害時には自
国民よりもそのパスポートでアクセプトした人
を優先しなきゃいけないという国際ルールがあ
るの。それはご存じですか？

○ジョン・チャンビン奨学生／はい。ある程度は知ってま
した。
◆質問者／韓国のパスポートも、それ、同じように書いて

ある？
○ジョン・チャンビン奨学生／そうですね。
◆質問者／今、それ、あるのかどうか見てね、そうする

と、いろんな視点で論文って作っていくわけだ
けれども、単一的な見方じゃなくていろんな見
方で書いていくと深みが出ます。質問にならな
かったね。

○ジョン・チャンビン奨学生／いえ、ご意見ありがとうご
ざいます。
◆質問者／いい論文を書いてください。
○ジョン・チャンビン奨学生／わかりました。はい。とて
も参考になります。ありがとうございます。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◆質問者／非常に上手な日本語でやられてますけれども、
日本語を勉強した経緯というか、今まで日本に
入る前に韓国で日本語を勉強したとか、いろん
な日本語に触れてきたその歴史というか、ある
と思うんですけど、それを紹介していただけま
すか。

○ジョン・チャンビン奨学生／日本語との初めての出会い
というか、それは高校の時、学校の第2外国語として中国
語と日本語が開設されており、どっちかを必ず、前期に例
えば中国語の授業が入っていたら後期には日本語みたいな
で、1学期ごとにそういう授業があったんですけど、それ
が日本語の初めての出会いという感じでした。
　でもさすがに、あの時までは日本語のひらがなとカタカ
ナくらいしか、あと挨拶のこんにちは、こんばんはくらい
しか勉強ができなくて、全然しゃべれたりとかはなかった
んですけど、でも学校で学んだひらがなとカタカナを活用
するというか、それを生かして1回高校を卒業してから日
本観光に旅行で来たことがあるんですけど、東京はすごい
人が混んでいるところじゃないですか。なのに、すごく、
私が普通に町のお店に入っても、外国人でカタコトの日本
語をしゃべってもすごく優しく親切に接客されたり、そう
いうふうに接客されて入ったお店の料理も、食べ物もすご
くおいしくて、日本に対しての印象がすごく好印象になり
ました。それが決定的なきっかけになって、日本のことが
好きになって、もっと日本語を勉強して、いつかまた旅行
に行ったりしても日本の方々と円滑にしゃべれるようにな
りたいなというふうに思い、勉強を始めました。
　それで勉強を始めたら、年も、ここまで言うと話は長く
なるかもしれないのですが、年もちょうど高校を卒業して
大学に入る年になったし、いろいろ考えた結果、日本の大
学に進学したいなというふうに、留学に行きたいなという
ふうに思って、今ここの山形大学に通っております。

◆質問者／私はテコンドーというスポーツをしていて、山
形大学で20年間監督をやってきまして、テコ
ンドーは韓国の国技、格闘技なんですけれど
も、日本と韓国の共通の言葉であったり、文化
であったり、風習というもの、こちらに留学さ
れて何か気づいたことというのはございました
か。スポーツとは関係なく、生活をしていて、
言葉とか、習慣とか、何か感じたことがあれ
ば、お聞かせください。

○ジョン・チャンビン奨学生／質問ありがとうございま
す。共通点としては、一番生活上で感じたことは、食べ物
がお互い、もちろん厳密に言えば種類とかは全然違うんで
すけど、例えば韓国人の人が日本の食べ物を食べた時と、
日本人の方が韓国の食べ物を食べた時と、結構相性がいい
んじゃないかというふうに思って、韓国人のほとんどは和
食というものを食べても、例えば全然違う国、アメリカと
かの人は苦手な人もいたりすると思うんですけど、韓国の
人はそんなにいないなというふうに思って、逆に日本の方
でも韓国料理好きな方々が結構いらっしゃって、それは文
化的な共通点と言えばちょっとずれてるかもしれないんで
すけど、少し似てるなというふうに思いました。
　あと、敬語の文化とかなんですけど、大きな流れは韓国
の敬語の文化、使い方と似ていて、目上の人の前でちゃん
と敬語を使ったりとかがありまして、例えば周りに中国人
の友達とかいるんですけど、中国の方々は敬語の文化は日
韓よりは薄いらしくて、ちゃんと勉強してない人は、初
心者、日本語初級者の中国の方だと敬語の使い方があん
まりなじみのない感じが、失礼かもしれないんですけど個
人的には感じたことがあって、でも韓国だと韓国語でも普
通に敬語の表現がありますし、それも似てるなっていうふ
うに思いました。ただ、少し細かい違いもありまして、例
えば、僕は教育学部で日本の小学校に実際に行って教育実
習をやったことがあるんですけど、小学生が、子どもが先
生にたまに敬語じゃなくてタメ口を言うのは、すごいカル
チャーショックだったんですよ。韓国だったら、正直に言
えばあり得ないっていうか、そういうのがあるんですけ
ど、日本だとそれが文化的にちょっと言っても全然許せる
というか大丈夫みたいな感じだったので、それはちょっと
気づきがありました。以上です。
　ありがとうございました。




